
 

 

肥満度（％）＝｛実測体重（kg）－身長別標準体重（kg）｝÷身長別標準体重（kg）×１００ 

 

 

 

 

身長別標準体重を求める係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２４年３月乳幼児身体発育評価マニュアルＰ６５） 

 

（例）１１歳男子 体重３８.０㎏  身長１４０㎝ 

    まず身長別標準体重を求めてみましょう。 

身長別標準体重＝０．７８２×１４０－７５．１０６＝３４．３７４ 

 

そして肥満度の計算式に当てはめてみましょう。 

肥満度＝（３８.０―３４．３７４）÷３４．３７４×１００＝１０．５４８６％ 

肥満度判定区分により「標準」となります。 

年齢 
男子 

年齢 
女子 

ａ ｂ ａ ｂ 

 ５ ０．３８６ ２３．６９９  ５ ０．３７７ ２２．７５０ 

 ６ ０．４６１ ３２．３８２  ６ ０．４５８ ３２．０７９ 

 ７ ０．５１３ ３８．８７８  ７ ０．５０８ ３８．３６７ 

 ８ ０．５９２ ４８．８０４  ８ ０．５６１ ４５．００６ 

 ９ ０．６８７ ６１．３９０  ９ ０．６５２ ５６．９９２ 

１０ ０．７５２ ７０．４６１ １０ ０．７３０ ６８．０９１ 

１１ ０．７８２ ７５．１０６ １１ ０．８０３ ７８．８４６ 

１２ ０．７８３ ７５．６４２ １２ ０．７９６ ７６．９３４ 

１３ ０．８１５ ８１．３４８ １３ ０．６５５ ５４．２３４ 

１４ ０．８３２ ８３．６９５ １４ ０．５９４ ４３．２６４ 

１５ ０．７６６ ７０．９８９ １５ ０．５６０ ３７．００２ 

１６ ０．６５６ ５１．８２２ １６ ０．５７８ ３９．０５７ 

１７ ０．６７２ ５３．６４２ １７ ０．５９８ ４２．３３９ 

計算式から肥満度を求める方法（学童） 

係数ａ×実測身長（㎝）－係数ｂ 

【肥満度の判定区分】 

・ 高度肥満   +50％以上 

・ 中等度肥満 +30％以上+50％未満 

・ 軽度肥満   +20%以上+30％未満 

・ 標準       -20%以上+20％未満 

 


